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●北スマトラ州豪雨洪水緊急支援 報告書  

 

事業期間：2025年 12月 25日～5 月 17日 

ご寄付総額：計 IDR321,810,000 

事務局 IDR100,000,000  

      会員企業＋個人 IDR221,810,000  

 

支援対象地域 北スマトラ州中央タパヌリ県 

Kec.Pandan（パンダン郡）：裨益者 553世帯／1,930人 

Kec.Tukka（トゥカ郡）: 裨益者 400世帯／1,600 人 

Kec.Badiri（バディリ郡）：裨益者 1,132世帯／5,203人 

 

 

 

支援実施  

 

 

 

 

・MCK1設置 合計：15か所 

・清潔な水ポイント 合計：15 か所 

・家庭用衛生キット：500世帯分配布 

・スクールキット：893生徒 （a） 

・子供用衛生キット：600生徒 （b） 

 

（a） 

MIS Bahriyatul Ulum：バリヤトゥル ウルム イスラム小学校 406名 

SDN 153064 Lopian 1：ロピアン第１小学校 196名 

SDN 158493 SIBULUAN 1B：シブルアン第１B小学校 291名 

（b） 

Madrasah Ibtidaiyah Negeri (MIN) 6 Tapanuli Tengah ：中央タパヌリ第 6イスラム小

学校 472名 

SDN 152983 Hutanabolon 1 ：フタナボロン第１小学校 70名 

SDN 152985  Haramonting ：ハラモンティン小学校 58名 

 

洪水発生当時の

状況 

北スマトラ州での被災者数は、402.776 世帯/ 1.413.548 人（12/31時点）。2 

鉄砲水と土砂崩れの被害規模は、泥や大きな木々が流出したことも相まって深刻化。洪水に

 
1 Mandi, Cuci, Kakus, 沐浴・洗い場・トイレの機能を持つ共同水場設備 
2 DINAS KESEHATAN PROVINSI SUMATERA UTARA 2025 
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より家屋倒壊はもちろん、既存の井戸が埋まる・水の配管設備崩壊などの被害により、生活

用水・飲み水の確保が最優先課題であった。 

 

支援後の状況 現在は、中央政府と災害復興対応タスクフォース（Satgas）により、被災地域の再建に充

てる資金の拠出が承認され、今後 3年間（2026年～2028年）にわたり優先プログラムを通

じて復興支援が実施される予定。また、水道公社（PDAM）の配管も 100％ではないものの

ほとんど修繕され使えるようになり、毎日水が十分に出るわけではないものの 1 月までの

緊急期の状況を鑑みると清潔な水の確保は安定してきている。 

 

設置した 88%の設備が現在も当初の目的同様稼働している。支援設備資材の 96%は状態

が良好で受益者によって利用されており、そのうち 36%の拠点では利用率が未だに高い（受

益者の全員または大部分が利用している）。 

  

 支援地域の１つでもあった避難テントサイトは、移設先の仮設住宅が未完成のまま強制

撤去され、避難住民は知り合いや隣人を頼り土地を間借りして自力で仮設住居を建設せざ

るを得ない状況。仮設住宅の完成見通しもないため、今年の雨季の始まりに生活懸念が残

る。 

 また、政府による河川の補修工事も進んでおらず、泥の除去もできていない地域は数時間

の雨でも洪水になっている（4 月時点）。さらに、川の流れが変わったことで当時洪水被害

が少なかった地域で頻繁に被害が続くようになっている。 

 

 


